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1 はじめに  

DEA（DataEnvelopmentAnalys享S）はCharneS，  

CooperandRhodesにより提唱された多入力多出  

力系システムの相対的効率性分析手法である．効率  

性の指標は，ウェイト付けして一元化した出力値を  

同様に一元化した入力で割ることで得られる．また  

そのウェイトは，複数の活動主体（DMU；Decision  

MakingUnit）それぞれに対して有利になるように  

つけられる．さらに，非効率的と判定されるよう  

なDMUに対しては効率的となるための改善案を  

得ることができる．   

DEAの問題点として，各DMUに都合のよい  

ウェイト付けを許してしまうため，まったく考慮  

されない項目（ウェイトが0になるような項目）が  

しばしば存在することが挙げられる．この間題を  

解決するために，Wbngら［2］はウェイトの取りう  

る幅に制約を置くための領域限定法を提案してい  

る．しかし，もともとのDEAモデルのウェイト  

には単位を一元化する役割もあるため，その制約  

には単位も考慮する必要がある．   

従来の線形関数型のDEAに対し，Bankerら［1］  

は経済学における代表的な生産関数であるCobb－  

Douglas生産関数を多入力多出力に拡張したDEA  

乗法モデル（DEAMultiplicatingModel）を提案  

した．このモデルでは単位を一元化するウェイト  

が分離されるため，重要度としてのウェイトを求  

めることができる．   

本稿では，DEA乗法モデルにおけるフロンティ  

アの性質について述べ，さらにDEA乗法モデル  

に対する領域限定法モデルを示す．  

下のように表される．  

［Pl］  

mln  
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一今α＋鬼ね＝∑鬼iJ入jα＋£血  
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ただし，＜のついた変数は対数変換したものである．  

また，7ニは自由変数である．貧，角は順位係数で  

あり，旦＞某＞角である．  

（2）式について，ズねをた（＞b）倍することを考  

える．この場合，ズねはズね＋たとなる．この場  

合， （2）式は次のようになる．  

m   

一今。＋釆α＋£＝∑（鬼豆j＋£）入jα＋£ね（6）  
j＝1  

よってこれを展開すると，  

†も †l  

－㌔＋曳ね＋£＝∑私心＋左∑入Jα＋£ぬ（7）  

j＝1  j＝1  

となる．（4）式の制約より（7）式は以下のように  

なる．   

m   

－今α＋鬼ぬ＋£＝∑鬼盲ん＋£＋£ね 

j＝1  

（8）  

したがって，DEA乗法モデルは単位の変換に関し  

てはフロンティアの形状の変化はないので，求め  

られるウェイトも変化しない．た＝5，10とした両  

対数グラフを図1に示す．  

2 DEA乗法モデル  

DEA乗法モデルは，Cobb－Douglas生産関数を  

多入力多出力システムに拡張した形となっており，  

その入力指向モデル（フロンティア・モデル）は以  
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X2  効率的フロンティア  
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図1：DEA乗法モデルにおけるフロンティア  

ただし，tP3］のAi，筏は【P2］の領域限定制約に  

対する双対変数である．  3 DEA乗法モデルに対する領域限   

定法  

DEAにおける領域限定はフロンティア・モデル  

ではなく乗数モデルのウェイト変数に対して行わ  

れる．そこで，DEA乗法モデルの乗数モデルに対  

し領域限定をおこなう．入力項目に対するウェイ  

トに制限を加えたモデルを【P21に示す．  

4 おわりに  

本稿では，DEA乗法モデルに対する領域限定法  

を示した．本モデルの特徴は以下の通りである．   

●DEA乗法モデルでは，単位の変換による効率  

的フロンティアの変形がない  

●DEA乗法モデルでは，ウェイトを直接重要度  

と見ることができるので，単位を考慮するこ  

となくウェイト付けすることができる．  

しかし以下のような課題もある，   

●入出力の両者を同時に制限することができな  

い．  

●DEA線形モデルとの比較  

【P2］  

miLX 

m た  

－∑鳥肌＋∑乾α町α＋恥 （9）   
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（11）  

～か1α≦叫ね≦げ机α，豆＝1，…，m（12）  
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